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（執筆：中谷仁崇・根本 孝. 2011 年） 

ハクレンハクレンハクレンハクレン（コイ科） 

学名学名学名学名：Hypophthalmichthys molitrix 

別名別名別名別名：レンギョ 

大大大大きさきさきさきさ：全長 100 cm 

特徴特徴特徴特徴：体高は高く，側扁している。頭部は

大きいが眼が小さく，体側中央より下にあ

るため，シタメとも呼ばれる。  

 同属のコクレン（写真 1）と非常に似て

いるが，体色が白っぽいことや暗色の雲状

斑が無いこと，キール状の腹面が喉から臀

鰭後端までと長いこと（コクレンでは腹び

れ起部から臀びれ後端までがキール状）で

見分けられる。 

国内国内国内国内のののの分布分布分布分布：利根川水系。本種は中国大陸

が原産で，利根川のものは 1943 年と 1945

年に行われたソウギョ種苗に混じって放流

されたとされている。ソウギョ種苗は茨城

県以外にも導入されており，その都度ハク

レンが混じっていたと考えられているが，

定着したのは利根川水系のみである。 

県内県内県内県内のののの分布分布分布分布：霞ケ浦北浦，利根川水系 

県内県内県内県内でのでのでのでの生態生態生態生態：ふ化後 1 年で 15～25 cm 程

度に成長し，最大で 100 cm 程度になる。利

根川水系では成熟魚が下流域から埼玉県内

まで遡上し，6～7 月頃の大雨の後に産卵を

行う。受精卵は浮遊しながら河川を流下し

ている間に孵化する。ただし河川の増水が

著しい時は海まで流されてしまうようで，

再生産に失敗することもある（海では生存

できない）。霞ケ浦・北浦には，利根川で生

まれた後，常陸川水門等を通じて入り込ん

写真 1：1999 年 3 月に北浦で採捕されたコクレン．

コクレンはハクレンに比べると圧倒的に少ない

ようで，ごくごくまれにしか採捕されない． 
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でくる。 

備考備考備考備考：中国では重要な水産資源となってお

り，ハクレン，コクレン，ソウギョ，アオ

ウオを総じて「四大家魚」と呼んでいる。

主に植物プランクトンを食べているが，ア

オコも食べるため，水質浄化に寄与すると

考えられており，湖内の窒素，リンの回収

を目的とした漁獲も行われている。 
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